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　通常使用しない金銭については，家庭裁判所に追加信託の報告書（書式は家庭裁判所にあります。）
を裏付け資料とともに提出してください。
　家庭裁判所は，報告書の内容に問題がないと判断すれば指示書の謄本を交付しますので，それを信
託銀行等に提出し，追加信託をしてください。
　なお，黒字分が貯まって後見人が管理する金銭が多額になる見込みの時期に，後見人から自主的な
報告書の提出がない場合，家庭裁判所から追加信託を求めることがあります。

　家庭裁判所に必要な金額とその理由を記載した報告書（書式は家庭裁判所にあります。）を裏付け資
料とともに提出してください。
　家庭裁判所は，報告書の内容に問題がないと判断すれば指示書の謄本を交付しますので，それを信
託銀行等に提出し，必要な金銭を信託財産から払い戻してください。
　また，ご本人の収支状況の変更により信託財産から定期的に送金される金額を変更したい場合や，
事情により信託契約を解約する必要が生じた場合についても，家庭裁判所に報告書（書式は家庭裁判
所にあります。）を提出して指示書の発行を受ける必要があります。

　信託した財産は信託銀行等で管理されますので，後見人は，年金の受取や施設入所等のサービス利
用料の支払といった日常的に必要な金銭を管理します。
　ご本人の収入よりも支出の方が多くなることが見込まれる場合には，信託財産から必要な金額が定
期的に送金されるようにすることができます。

　後見制度支援信託を利用する場合も，家庭裁判所は，事案に応じて必要な後見監督を行います。
　家庭裁判所からいつ報告を求められても対応できるように，収支を帳簿につけたり，領収書や信託
銀行等から送付される報告書を保管したりするとともに，ご本人の心身の状態や生活の状況を定期的
に記録するようにしておいてください。


